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現状

ASIC  (FEXE08)の試作

ADC サンプルの評価

PMT,TPCそれぞれの信号確認
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TPCの有効体積中に
241Amのα線源（約200Bq)

が貼り付けられている

現在、プリアンプは

AMP-TEK　A250 （1V/pC）を使用

専用ASICを開発中（次の発表）

1pF



TPCセットアップについての補足

• AMPTEK A250はテストボードP250と一緒にテストチェンバー内に設置されてい
る。P250上には68uFのタンタル電解コンデンサが使用されている。液化 中、PTR
ヘッドの温度が170K辺りで突然、約200MHzのサイン波（+_‐20mV）がA250の出
力に現れる。これはおそらくコンデンサー等の低 温特性によるものと考えられ
る。 

• 現在はキセノンガスがテストチェンバー内に充満している。この状態のまま、液
化を始めるべきかどうかについて議論を行った。 

• 液化して行うことは昨年末の結果の再現性を確認するだけであまりメリットがな
いという意見が支配的であった。したがって、ガス中での必要なデータを収集
後、速やかにキセノンを回収し、上記のような改良を施し再試験を行うこととなっ
た。

• 主な改良点は以下である。 

• FETとfeedback capacitor/registerとPre‐amp (A250)を切り離しテストチェンバー内
に入れ、２本の同軸ケーブルで常温のPre‐ampに結線する 



　プリアンプASIC（ASD FE2006のパラメータ変更）



ADCサンプル

• チップ　VDEC PC341 BU7064 DG
 (細かい仕様は一切知らされておりません。）
理解できたこと
★入力レンジ：0～1.7V（回路図ではマイナスも使えそうな面
をしているが試験できていない）
★ADC 12bit
★Clockは10MHzまで動作確認できた（手持ちのpulse 
generatorが１０MHzまでなのでここまで）。
★入力Clockは1.7V
 ★電源は±5V
 ★12bitバス出力は1.8V



ざっくりみて2counts/mV



５１１keV γ線はどのように測定できる？

• 511 keV →約30000個の電離電子（W~15eV)

• 30000×1.6*10^‐19[C] ~ 5 fC

• 5 fC ×8.2 V/pC ~40 mV   プリアンプ
• 80　counts (ADC: 2counts/mV) 

• 収集効率を考慮するとあと2～30倍の増幅かADCのupdate（20 
counts/mV程度）が必要



パイプライン処理に向けて（議論）
• PMT信号処理

– 時間情報　（TMCを使う？：キセノン信号～数ns）

– チャージ情報　（ADC＋アキュムレータ処理）
– コインシデンス情報（ゲートタイミングはどうするか）
– 最終的にROI情報にまとめる

• TPC信号処理
– 時間情報
– チャージ情報

• ペディスタル処理（サンプリング方法が問題）
– 重心位置情報処理（2次元）

• 統合処理
– PMTとTPCのTOFより深さ情報を得る
– データ圧縮
– シリアルパラレル変換
これらをどのようなステップではじめたら良いか？



他実験情報1

• NIM A332(1993)395‐412 A three‐ton liquid argon gme 
projecgon chamber (ICARUS)

j-FETs
Total gain: 18V/pC
ENC:800 e(100pC input capacitance)
(FE2006:5900e, 



BJTとJFETプリアンプとの違い

• バイポーラアンプ
– 〈ENCP〉

２ ＝2.28ｑ2×101３τｍ 

– 〈ENCS〉
２ ＝2.5ｑ2×1019CD

2/τm 

• JFETアンプ
– 〈ENCP〉

２ ＝2.1ｑ2×10８τｍ 
– 〈ENCS〉

２ ＝4.1ｑ2×1019（CD
+Ciss)2/τm 

• BJTアンプのParallel noiseが非
常に多い。Series noiseは少な
い。

• JFETアンプのParallel noiseは非
常に少ない。

低雑音センサイターフェース回路に向けたJFET混載CMOS技術
電気学会論文誌Ｅ（センサ・マイクロマシン部門誌）Vol. 123 (2003) , No. 10 pp.422-428
やっているところはないわけではない。 



他実験情報2

• NIM A367 (1995) 58‐61  mulg‐wire chamber PET
– ICARUS FE + FLASH ADC

数mm位置情報、charge 信号はpositiveイオンの
ためにエネルギー情報として得られなかった



他実験情報3

• NIM　A563(2006) 225‐228 Experimental study of a Xenon PET 
prototype module
– Posi7on Sensi7ve PMTによる情報



他実験情報4
• NIM A569 (2006) 863‐871 

Time‐of‐flight posigon 
eminon tomography using 
liquid xenon scingllagon



他実験情報5

• NIM A571 (2007) 142‐145 Nuclear 
medical imaging using b+ γ coincidences 
from 44Sc radio‐nuclide with liquid xenon 
as detecgon medium

5.7 % @511keV

Simulation study



他実験情報6
• NIM A323(1992)583‐600 Liquid xenon ionizagon and 

scingllagon Studies for a totally acgve‐vector electromagnegc 
calorimeter

The charge amplifier (= 100 mV/pC) 
coupled to M1 has a decay time 
constant of 70 µs (C = 7 pF,　R = 10 
MΩ）, much larger than the longest drift 
time.



他実験情報7
• NIM A412(1998) 

425‐436  Electronics 
read out and data 
acquisigon system for 
a liquid xenon gme 
projecgon chamber as 
a balloon‐borne 
Compton telescope



• Input charge 2×10^‐16 ~ 5×10^‐14 C







他実験情報7

• NIM A477(2002) 184‐190 Two‐dimensional readout in a liquid 
xenon ionizagon chamber

Each strip was read with a
TOTEM charge-sensitive pre-
amplifier followed
by a linear amplifier


